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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
　
逆
襲
の
シ
ャ
ア
　
サ
イ
コ
フ
レ
ー
ム
の
導
き

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
１
１
８
Ｖ

【
作
者
名
】

　
Ｈ
ｉ
－
ν

【
あ
ら
す
じ
】

　
Ｕ
．
Ｃ
．
９
３
、
ア
ム
ロ
は
シ
ャ
ア
の
脱
出
ポ
ッ
ド
を
捕
ら
え
た
ま
ま
ア
ク

シ
ズ
の
軌
道
を
か
え
た
あ
と
、
自
分
の
愛
機
、
シ
ャ
ア
の
脱
出
ポ
ッ
ド
と
共
に

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
・
・
・
。

し
か
し
、
二
人
は
生
き
て
い
た
。
別
の
世
界
で
・
・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
（
前
書
き
）

初
投
稿
で
す
。

こ
う
い
う
の
は
初
め
て
な
の
で
下
手
で
す
が
、
暖
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ

け
る
と
助
か
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界

「
ラ
ラ
ァ
・
ス
ン
は
私
の
母
に
な
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
女
性
だ
！

そ
の
ラ
ラ
ァ
を
殺
し
た
お
前
が
言
え
た
こ
と
か
！
」

赤
い
脱
出
ポ
ッ
ド
に
乗
っ
た
男
は
そ
う
言
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
！
？
ラ
ラ
ァ
が
・
・
・
？
　
う
わ
っ
！
」

白
い
Ｍ
Ｓ
に
乗
っ
た
男
が
言
っ
た
直
後
、
そ
の
機
体
と
脱
出
ポ
ッ
ド
を
優
し
い

光
が
包
み
込
ん
だ
。

そ
し
て
、
巨
大
隕
石
「
ア
ク
シ
ズ
」
は
軌
道
を
か
え
、
二
人
の
男
は
行
方
不
明

に
な
っ
た
・
・
・

「
今
日
も
平
和
で
す
ね
、
織
斑
先
生
。
」

「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
。
」

こ
こ
、
Ｉ
Ｓ
学
園
に
勤
務
し
て
い
る
織
斑
千
冬
と
山
田
真
耶
は
、
そ
ん
な
の
ど

か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
を
何
も
知
ら
ず
に
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
（
後
書
き
）

プ
ロ
ロ
ー
グ
に
し
て
は
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
・
・
・
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第
１
話
　
た
ど
り
着
い
た
の
は
異
世
界
（
前
書
き
）

今
日
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

早
く
ν
ガ
ン
ダ
ム
出
し
た
い
な
ぁ
・
・
・
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第
１
話
　
た
ど
り
着
い
た
の
は
異
世
界

「
も
う
す
ぐ
で
す
ね
ぇ
、
入
学
式
。
」

真
耶
は
笑
顔
で
言
っ
た
。

「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
。
ま
た
厄
介
な
生
徒
を
相
手
に
す
る
と
思
う
と
、
頭
が

痛
く
な
り
ま
す
・
・
・
。
」

そ
れ
に
対
し
て
、
千
冬
は
頭
を
抱
え
な
が
ら
た
め
息
を
つ
い
て
言
っ
た
。

そ
の
次
の
瞬
間
、
警
報
が
鳴
り
響
い
た
。

　
ビ
ィ
ィ
ィ
ー
ー
ー
、
ビ
ィ
ィ
ィ
ー
ー
ー

「
け
、
警
報
！
？
」

「
何
が
起
き
た
ッ
！
？
」

「
お
、
織
斑
先
生
！
！
　
Ｉ
Ｓ
学
園
に
近
づ
い
て
く
る
も
の
が
ッ
！
！
」

「
何
ッ
！
？
」

千
冬
と
真
耶
は
モ
ニ
タ
ー
で
接
近
す
る
物
体
を
確
認
し
た
。

「
こ
れ
は
・
・
・
」

「
ア
イ
・
・
・
エ
ス
・
・
・
？
」
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し
か
し
、
接
近
す
る
物
体
で
あ
る
、
白
い
機
体
は
千
冬
達
が
知
っ
て
い
る
Ｉ
Ｓ

よ
り
も
、
と
て
つ
も
な
く
巨
大
だ
っ
た
・
・
・

「
ん
ん
・
・
・
」

ふ
と
男
は
目
が
醒
め
た
。
見
覚
え
の
な
い
天
井
が
広
が
っ
て
い
た
。

（
こ
こ
は
・
・
・
？
）

ど
う
や
ら
、
こ
こ
は
医
務
室
ら
し
い
。
多
く
の
医
療
器
具
が
置
い
て
あ
る
。

（
部
屋
・
・
・
？
　
お
か
し
い
・
・
・
お
れ
は
宇
宙
で
ア
ク
シ
ズ
を
押
し
出
し

て
い
て
・
・
・
）

段
々
意
識
が
は
っ
き
り
い
て
い
く
。
男
は
、
何
と
な
く
隣
の
ベ
ッ
ト
を
見
る
。

す
る
と
、
そ
こ
に
は
・
・
・

「
！
！
　
シ
ャ
ア
ッ
！
！
」

男
は
ベ
ッ
ト
か
ら
跳
ね
起
き
て
叫
ん
だ
。

隣
の
ベ
ッ
ト
に
寝
て
い
た
の
は
、
こ
の
男
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
地
球
に
ア
ク

シ
ズ
を
落
と
そ
う
と
し
た
張
本
人
、
「
シ
ャ
ア
・
ア
ズ
ナ
ブ
ル
」
で
あ
っ
た
。

「
貴
様
が
何
故
こ
こ
に
い
る
！
！
」

男
の
怒
鳴
り
声
で
、
シ
ャ
ア
は
目
覚
め
る
。

「
・
・
・
？
　
ア
ム
ロ
・
・
・
か
・
・
・
？
」
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読
者
の
方
々
は
、
既
に
お
気
付
き
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

シ
ャ
ア
に
怒
鳴
っ
た
こ
の
男
こ
そ
が
地
球
を
ア
ク
シ
ズ
の
衝
突
か
ら
救
っ
た
、

ν
ガ
ン
ダ
ム
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
「
ア
ム
ロ
・
レ
イ
」
で
あ
る
。

シ
ャ
ア
は
、
ま
だ
今
の
状
況
を
理
解
で
き
て
い
な
い
ら
し
い
。

体
を
ゆ
っ
く
り
起
こ
し
て
、
周
囲
を
見
渡
し
て
い
る
。

（
そ
う
だ
・
・
・
！
　
地
球
は
ッ
！
？
）

ア
ム
ロ
は
ベ
ッ
ト
か
ら
降
り
て
、
外
の
様
子
を
確
認
す
る
。

し
か
し
、
外
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
平
穏
な
時
が
流
れ
て
い
る
。

（
押
し
出
せ
た
の
か
・
・
・
？
　
ア
ク
シ
ズ
を
・
・
・
）

ア
ム
ロ
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
。

も
う
一
度
外
の
様
子
を
確
認
し
て
、
ア
ク
シ
ズ
は
地
球
に
落
ち
て
い
な
い
と
判

断
し
た
。

ま
ぁ
、
こ
こ
は
異
世
界
な
の
で
、
落
ち
て
い
な
い
の
は
当
た
り
前
な
の
だ
が
・
・

・「
ど
う
や
ら
お
前
は
ア
ク
シ
ズ
を
押
し
出
し
た
よ
う
だ
な
、
ア
ム
ロ
。
」

シ
ャ
ア
は
、
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
だ
か
ら
言
っ
た
だ
ろ
う
・
・
・
！
　
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
ん
と
・
・
・

」ア
ム
ロ
は
強
く
言
っ
た
。

「
今
、
考
え
て
み
る
と
、
お
前
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
気
が
す
る
よ
・
・
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・
」

「
何
・
・
・
？
」

シ
ャ
ア
の
言
っ
た
こ
と
に
、
ア
ム
ロ
は
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

今
ま
で
自
分
の
エ
ゴ
を
押
し
通
し
て
い
た
シ
ャ
ア
が
、
い
き
な
り
ア
ム
ロ
の
考

え
に
納
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
・
・
・
　
何
故
そ
う
思
え
る
・
・
・
？
」

ア
ム
ロ
は
質
問
し
た
。
す
る
と
、
シ
ャ
ア
は
窓
際
の
ほ
う
に
寄
っ
て
言
っ
た
。

「
ラ
ラ
ァ
に
会
っ
て
話
を
し
た
。
」

「
ラ
ラ
ァ
に
会
っ
た
の
か
・
・
・
」

「
あ
ぁ
・
・
・
」

～
シ
ャ
ア
の
回
想
～

「
・
・
・
　
こ
こ
は
・
・
・
？
」

「
フ
フ
フ
ッ
・
・
・
　
大
佐
・
・
・
。
」

「
！
　
ラ
ラ
ァ
！
！
」

「
大
佐
、
あ
な
た
は
純
粋
で
す
。
で
も
、
間
違
っ
た
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
・

・
・
」
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「
何
だ
と
！
！
」

「
大
佐
、
人
は
変
わ
れ
ま
す
・
・
・
。
　
い
つ
か
、
人
と
人
が
分
か
り
合
え
る

時
が
来
る
は
ず
で
す
。
」

「
ラ
ラ
ァ
ま
で
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
の
か
ッ
！
！
　
私
は
も
う
待
て
ん
！
！
」

「
大
佐
、
私
も
ア
ム
ロ
と
分
か
り
合
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ム
ロ
と
大
佐
が
協
力
す
れ
ば
、
い
つ
か
き
っ
と
世
界
の
人
々
に
人
の
心
の
光

を
見
せ
ら
れ
る
日
が
来
ま
す
。
」

「
・
・
・
　
私
に
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
」

「
二
人
な
ら
で
き
ま
す
。
　
絶
対
に
・
・
・
」

「
・
・
・
　
本
当
は
私
も
信
じ
た
い
ん
だ
・
・
・
、
人
の
心
の
光
を
・
・
・
」

「
そ
う
思
え
る
の
な
ら
、
迷
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
自
分
を
信
じ
て
く
だ

さ
い
。
」

「
そ
う
か
・
・
・
」

「
大
佐
・
・
・
今
の
そ
の
気
持
ち
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
・
・
・
　
ア
ム
ロ

も
わ
か
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
」

「
・
・
・
　
も
う
一
度
信
じ
て
み
よ
う
と
思
う
・
・
・
」

「
よ
か
っ
た
・
・
・
　
フ
フ
フ
・
・
・
　
大
佐
、
私
は
も
う
行
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
・
・
・
」



11

「
・
・
・
」

「
最
後
に
ひ
と
つ
だ
け
・
・
・
　
私
は
い
つ
で
も
大
佐
と
ア
ム
ロ
の
味
方
で
す

か
ら
ね
・
・
・
」

「
あ
ぁ
。
　
ラ
ラ
ァ
、
あ
り
が
と
う
・
・
・
。
」

「
フ
フ
フ
フ
フ
・
・
・
フ
フ
フ
フ
フ
・
・
・
」

～
回
想
終
了
～

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
・
・
・
。
　
ラ
ラ
ァ
が
・
・
・
」

ア
ム
ロ
は
そ
の
話
を
聞
い
て
納
得
し
た
。

「
だ
が
、
私
は
自
分
の
エ
ゴ
の
せ
い
で
多
く
の
人
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
・
・

・
。
」

シ
ャ
ア
の
目
が
涙
で
光
っ
た
。

「
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
こ
の
世
界
を
一
緒
に
変
え
よ
う
・
・
・
　
そ
れ

が
シ
ャ
ア
に
で
き
る
罪
滅
ぼ
し
だ
。
」

ア
ム
ロ
は
シ
ャ
ア
の
肩
に
手
を
添
え
る
。

「
そ
う
だ
な
・
・
・
。
　
ア
ム
ロ
・
・
・
す
ま
な
い
が
、
一
緒
に
協
力
し
て
く

れ
な
い
か
・
・
・
」



12

「
こ
う
し
て
や
っ
と
分
か
り
合
え
た
ん
だ
・
・
・
、
も
ち
ろ
ん
だ
よ
。
」

ア
ム
ロ
と
シ
ャ
ア
は
か
た
い
握
手
を
か
わ
す
・
・
・

こ
う
し
て
、
ア
ム
ロ
と
シ
ャ
ア
は
長
い
時
間
を
か
け
、
つ
い
に
ラ
イ
バ
ル
か
ら

真
の
同
志
と
な
っ
た
・
・
・

し
か
し
、
ま
だ
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
・
・
・

「
そ
れ
に
し
て
も
・
・
・
、
こ
こ
は
い
っ
た
い
ど
こ
な
ん
だ
・
・
・
」

「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
　
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
な
・
・
・
」

「
・
・
・
ん
？
　
シ
ャ
ア
・
・
・
、
今
気
付
い
た
ん
だ
が
、
な
ん
か
若
返
っ
て

い
な
い
か
・
・
・
？
」

「
何
・
・
・
？
　
そ
う
い
う
ア
ム
ロ
も
、
こ
の
前
よ
り
身
長
が
縮
ん
で
い
な
い

か
・
・
・
？
」

「
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
・
・
・
？
」

「
う
む
・
・
・
」

若
返
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
二
人
は
、
ふ
と
医
務
室
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見

た
。

そ
こ
に
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
・
・
・

「
そ
・
・
・
、
そ
ん
な
・
・
・
」

「
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
・
・
・
」

カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
さ
れ
て
い
た
暦
は
・
・
・
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二
人
の
知
っ
て
い
る
「
宇
宙
世
紀
」
で
は
な
く
・
・
・

そ
の
遥
か
昔
に
終
わ
っ
た
一
つ
前
の
暦
で
あ
る
・
・
・
、

「
西
暦
」
だ
っ
た
・
・
・
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第
１
話
　
た
ど
り
着
い
た
の
は
異
世
界
（
後
書
き
）

つ
・
・
・
疲
れ
た
・
・
・
。

一
回
デ
ー
タ
が
消
え
て
し
ま
っ
て
、
更
新
が
遅
れ
ま
し
た
。

す
み
ま
せ
ん
・
・
・

次
回
か
ら
、
千
冬
さ
ん
が
ア
ム
ロ
達
と
対
面
し
ま
す
よ
～
～
～

ア
ム
ロ
「
お
楽
し
み
に
！
！
」
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第
２
話
　
事
情
聴
取
（
前
書
き
）

更
新
、
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・
・
・

今
回
の
お
話
で
は
、
ア
ム
ロ
達
と
千
冬
が
会
話
を
し
ま
す
。

ア
ム
ロ
と
シ
ャ
ア
が
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
能
力
で
会
話
（
以
後
、
Ｎ
Ｔ
会
話
と
表

記
）
し
た
り
、

ν
ガ
ン
ダ
ム
と
サ
ザ
ビ
ー
の
こ
と
を
話
し
ま
す
よ
～



16

第
２
話
　
事
情
聴
取

「
シ
ャ
ア
・
・
・
、
西
暦
っ
て
・
・
・
」

「
あ
ぁ
、
宇
宙
世
紀
に
な
る
前
の
暦
だ
・
・
・
　
し
か
し
、
何
故
・
・
・
」

二
人
は
し
ば
ら
く
考
え
て
、
ひ
と
つ
の
答
え
を
導
き
出
し
た
。

「
ま
さ
か
・
・
・
こ
こ
は
異
世
界
だ
と
で
も
い
う
の
か
？
」

「
異
世
界
・
・
・
。
そ
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
な
・
・
・
」

「
し
か
し
、
そ
ん
な
あ
り
え
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
・
・
・
？
」

「
ア
ム
ロ
、
こ
の
世
界
に
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
不
思
議
な
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
・
・
・
。
あ
の
時
だ
っ
て
、
ア
ム
ロ
や
皆
の
思
い
に
サ
イ
コ
フ
レ
ー

ム
が
反
応
し
て
、
ア
ク
シ
ズ
が
押
し
返
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
」

「
確
か
に
・
・
・
」

「
や
っ
と
目
が
覚
め
た
よ
う
だ
な
。
」

「
「
！
！
」
」

ア
ム
ロ
達
の
い
る
医
務
室
に
一
人
の
女
性
が
入
っ
て
き
た
。

（
な
ん
な
ん
だ
！
？
　
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
ッ
！
？
）

（
こ
の
感
じ
・
・
・
　
た
だ
者
で
は
な
い
な
・
・
・
！
）
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ア
ム
ロ
達
は
警
戒
し
つ
つ
も
、
話
を
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

「
あ
な
た
は
・
・
・
？
」

ア
ム
ロ
は
女
性
に
聞
い
て
み
た
。

「
私
は
、
織
斑
千
冬
だ
。
こ
こ
、
Ｉ
Ｓ
学
園
の
教
師
を
勤
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
学
園
に
落
下
し
て
気
絶
し
て
い
た
お
前
た
ち
を
こ
こ
へ
運
ん

だ
の
も
私
だ
。
」

そ
の
女
性
、
千
冬
は
答
え
た
。

（
Ｉ
Ｓ
学
園
・
・
・
？
）

ア
ム
ロ
は
そ
の
施
設
に
聞
き
覚
え
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
ず
っ

と
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。

こ
ち
ら
も
敬
礼
を
し
て
自
己
紹
介
を
し
た
。

「
申
し
遅
れ
ま
し
た
。
地
球
連
邦
軍
外
郭
新
興
部
隊
ロ
ン
ド
・
ベ
ル
所
属
の
ア

ム
ロ
・
レ
イ
大
尉
で
す
。

保
護
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

「
ネ
オ
・
ジ
オ
ン
軍
総
師
の
シ
ャ
ア
・
ア
ズ
ナ
ブ
ル
大
佐
だ
。
保
護
を
感
謝
す

る
。
」

（
や
は
り
、
軍
人
な
の
か
・
・
・
。
だ
が
、
地
球
連
邦
に
ネ
オ
・
ジ
オ
ン
・
・
・

？
あ
の
デ
ー
タ
に
も
あ
っ
た
が
・
・
・
）

千
冬
は
二
人
の
挨
拶
を
聞
い
て
い
て
、
そ
う
思
っ
た
。
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「
ま
ず
、
我
々
に
対
し
て
敵
意
は
あ
る
か
？
」

「
い
え
、
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
も
気
が
付
い
た
ら
こ
こ
に
た
ど
り
着
い
て
い
ま

し
た
の
で
、
正
直
、
な
に
が
起
こ
っ
た
の
か
・
・
・
」

「
そ
う
か
・
・
・
」

千
冬
は
、
ア
ム
ロ
と
シ
ャ
ア
の
目
を
見
な
が
ら
そ
う
言
っ
た
。

（
嘘
を
つ
い
て
い
る
様
に
は
み
え
な
い
な
・
・
・
。
　
し
か
し
・
・
・
）

そ
の
後
、
ア
ム
ロ
は
Ｎ
Ｔ
会
話
を
使
っ
て
、
シ
ャ
ア
に
聞
い
て
み
た
。

｛
シ
ャ
ア
は
Ｉ
Ｓ
学
園
を
知
っ
て
い
る
か
？
｝

｛
い
や
、
私
も
そ
の
よ
う
な
施
設
に
聞
き
覚
え
は
な
い
。
｝

ど
う
や
ら
、
シ
ャ
ア
に
も
分
か
ら
な
い
よ
う
だ
。

「
ひ
と
つ
聞
き
た
い
の
だ
が
、
Ｉ
Ｓ
学
園
と
は
ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
教
え

て
い
た
だ
け
な
い
か
？
」

シ
ャ
ア
は
千
冬
に
学
園
の
事
に
つ
い
て
質
問
し
て
み
た
。

（
Ｉ
Ｓ
学
園
を
知
ら
な
い
・
・
・
？
　
ま
さ
か
、
本
当
に
・
・
・
）

千
冬
は
そ
う
お
も
い
な
が
ら
も
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

「
で
は
、
Ｉ
Ｓ
・
・
・
、
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
は
知
っ
て
い
る
か
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？
」

「
い
や
、
聞
き
覚
え
が
な
い
。
」

「
私
も
知
り
ま
せ
ん
。
」

「
知
ら
な
い
の
か
！
？
」

二
人
の
返
答
に
対
し
て
、
さ
す
が
の
千
冬
も
驚
愕
し
た
。

｛
ア
ム
ロ
、
ど
う
や
ら
Ｉ
Ｓ
と
い
う
の
は
一
般
常
識
の
よ
う
だ
な
・
・
・
｝

｛
あ
ぁ
・
・
・
｝

ア
ム
ロ
達
は
千
冬
を
見
て
、
そ
う
思
っ
た
。

（
一
般
常
識
と
言
っ
て
も
い
い
Ｉ
Ｓ
を
知
ら
な
い
・
・
・
　
や
は
り
、
こ
の
二

人
は
・
・
・
）

千
冬
は
そ
う
思
っ
た
後
、
二
人
に
と
ん
で
も
な
い
質
問
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
Ｉ
Ｓ
や
学
園
の
こ
と
を
話
す
前
に
、
も
う
ひ
と
つ
だ
け
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

る
。
お
前
達
二
人
は
、
こ
の
世
界
の
人
間
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」

「
「
！
！
」
」

ア
ム
ロ
達
の
表
情
が
変
わ
っ
た
。

「
何
故
、
そ
れ
を
・
・
・
？
」
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「
や
は
り
、
そ
う
な
の
か
・
・
・
　
先
程
、
二
人
の
機
体
を
調
べ
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
　
そ
し
た
ら
、
二
人
の
個
人
デ
ー
タ
と
機
体
デ
ー
タ
、
そ
し
て
あ
る
記

録
映
像
が
見
つ
か
っ
た
。
記
録
映
像
だ
け
は
、
二
人
に
も
確
認
し
て
も
ら
う
た

め
、
ま
だ
見
て
い
な
い
。
」

「
そ
う
で
す
か
・
・
・
。
そ
れ
で
、
ν
ガ
ン
ダ
ム
・
・
・
私
達
の
機
体
は
・
・
・

？
」

「
安
心
し
ろ
。
二
人
の
機
体
は
、
学
園
の
臨
時
格
納
庫
に
格
納
し
て
あ
る
。
」

「
そ
う
で
し
た
か
・
・
・
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

「
手
間
を
か
け
さ
せ
て
申
し
訳
な
い
。
感
謝
す
る
。
」

ア
ム
ロ
と
シ
ャ
ア
は
軍
人
の
癖
で
つ
い
つ
い
敬
礼
し
て
し
ま
う
。

「
う
む
・
・
・
。
や
は
り
軍
人
だ
な
。
敬
礼
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
」

千
冬
は
、
頷
き
な
が
ら
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
ど
う
も
・
・
・
」

「
そ
れ
で
、
映
像
は
？
」

「
映
像
は
、
こ
の
医
務
室
の
近
く
の
会
議
室
で
見
る
。
移
動
す
る
ぞ
。
」

そ
し
て
、
３
人
は
医
務
室
を
出
て
、
会
議
室
へ
。

「
こ
れ
が
そ
の
映
像
だ
・
・
・
」
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ス
ク
リ
ー
ン
に
、
あ
の
時
の
戦
闘
が
映
し
出
さ
れ
る
・
・
・

「
・
・
・
」

「
・
・
・
」

ア
ム
ロ
と
シ
ャ
ア
は
黙
っ
て
そ
の
映
像
を
見
る
。

｛
こ
の
く
ら
い
ッ
！
！
｝

｛
サ
ー
ベ
ル
の
パ
ワ
ー
が
負
け
て
い
る
・
・
・
？
！
え
え
い
ッ
！
｝
 

　
 

ν
ガ
ン
ダ
ム
が
サ
ザ
ビ
ー
を
攻
撃
す
る
。

｛
な
ん
と
！
｝
 

｛
シ
ャ
ア
ッ
！
！
｝

 ｛
貴
様
が
い
な
け
れ
ば
・
・
・
！
｝

 ｛
ア
、
ア
ム
ロ
ッ
！
！
｝

 ｛
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
お
お
お
お
ッ
！
！
｝

ν
ガ
ン
ダ
ム
が
サ
ザ
ビ
ー
を
素
手
で
殴
る
。

 ｛
モ
ニ
タ
ー
が
、
死
ぬ
・
・
・
？
！
何
ぃ
ッ
？
！
｝
 

サ
ザ
ビ
ー
が
大
破
し
、
脱
出
ポ
ッ
ド
が
放
り
出
さ
れ
る
。
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｛
逃
が
す
か
よ
！
｝

 ｛
捕
ま
っ
た
・
・
・
？
！
し
か
し
、
も
う
遅
い
・
・
・
！
｝

こ
の
時
に
は
も
う
既
に
、
ア
ク
シ
ズ
は
地
球
の
引
力
に
引
か
れ
て
い
た
・
・
・
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第
２
話
　
事
情
聴
取
（
後
書
き
）

す
み
ま
せ
ん
・
・
・
現
在
ス
ラ
ン
プ
状
態
（
も
う
？
！
）
で
す
。

で
も
、
頑
張
っ
て
更
新
し
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ッ
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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